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緒 言

東京市立大塚病院 開院以來満5ケ 年間 〈自昭和432名 二就 キ、種 々 ノ統計的観察 ラ試 ミ、諸賢

4年7月1月 至昭和9年6月30日 〉二本院外科 ノ饗 考 二供 セン ト欲 ス。

外來 テ 訪 レ タ ル 結核性頸部淋巴腺 炎患者合計

第 一 篇 一 般 的 観 察

第 一 章 性 及 ビ年 齢 別 ニ ヨ ル統 計

(1)性 男 子188名 、女 子244名 ニ シテ、其 ノ ー20歳 二最 モ多撒 ニ シテ、21歳 一30畿 之 二次

比卒 ハ43・5%封56・5%ナ リ。即 チ女子 ノ罹患 ギ、1歳 一一10歳 及 ビ31歳 一一40歳 二稽 ミ多 ク見

卒 ハ男子 ヨリ大 ナ リ。 ラル ・モ41歳 以上 ノ高年者 ニノ・甚 ダ少 シ。

(2)年 齢 男女各 々年齢別 二匠分 セル三第 一表 次 二男女別 ニ シテ 見ルモ 矢張 リ雨・性敦 レモ11

ノ如 キ結 果 テ得 タ リ。之 ヲ百分卒 トシ曲線 テ以 歳一20歳 最 モ多 ク、21歳 一30歳 之 二次 グ。

テ示 セバ第 二表 ノ如 シ。郎 チ全禮 トシテ11歳
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第 一 表

扁 ＼ 劉 男(刎 女(刎 合計
1歳 一10歳 125(13.3)32(13・1)157

11歳 一20歳 74(39.4)93(38.1) 169

21歳 一30歳 67(35.6)89(36.5) 153

31歳 一40歳 15(8.0) 26(10.6) 42

41歳 一50歳 1(0。5) 5(2.0) 6
-一 一…㎝沸 一

5
}

0

51歳 一60歳 3(1.6) 2(0.8)

61歳 以上 0 0

合 計 1881244 432

第 二 表
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第二章 腺腫 ノ占位、数、移動性及 ビ、痩孔 ワ統計

(1)結 核 性頸部淋巴腺 炎 ハ統 計上雨側 ラ侵 スコ

ト最 モ多 ク、137名(36・56%〉 、 右側 ノミノモ

ノ之 二次 ギ、127名(33・86%)、 左側 ハ111名

(29・58%)、 爾 ホ同時 二結核 性腋 窩淋 巴腺 炎 テ

合併 セルモ ノハ19名(5%)ア リ。

〈2)罹 患 淋 巴腺 ノ籔 ハ多撒侵 サ レシモ ノ最 モ多

ク249名(64・5%)、 只1個 ノモ ノ之 二次 ギ84

名(21・7%)、2、3個 ノモ ノ53名(13・8%)ア リ。

(3>移 動 性 罹患淋 巴腺 ノ移動 性 テ有 スルモ ノ

179名(48・5%)、 移動性 テ有 セザル モ ノ169名

(45・8%)、 不 明 ノモ ノ21名(5・7%)ナ リ。

(4>痙 孔 既 二穿孔 シ癖孔f;有 シ膿 ノ排 出 アル

モ ノ48名(11・1%)ア リ。

第三章 咳噺、 零疾、竣熱及 ビ結核性素因 ノ有無

〈1>咳 漱 吻 歓ヲ訴ヘ シモノ66名(15.3%)ア

リ。省 ホ喀疲 ラ見 ルモノ50名(11・0%)。

(2)螢 熱 微熱 テ訴 ヘ シモ ノ49名 く11・3%)ア

リ。

(3>結 核 性素 因 家族歴 二結核性素 因 ラ認 メ得

ル モ ノ45名 即 チ、10%ニ テ認 メ得。

第四章 銑往歴二於ケル結核性疾患

既往歴 二於 ケル結核性疾 患 テ表示 ス レバ第三表

ノ如 シ。 即 チ、126名 、換 言 ス レバ 患者総撒 ノ

29・2%二 於 テ 既往 二 結核性疾患 テ経 過 セルナ

リ。 此 ノ中最多撒 テ占ムルハ肋膜 炎 ニ シテ、73

名(57・9%)、 次 デ肺結核22名 く17・4%)、 腹 膜

炎18名(14・1%)ナ リ。爾 ホ骨結核、脊椎 「カ リ

エ スJ、 關節結核、結核性副睾丸炎及 ビ肺 門淋

巴腺腫脹 等 アル モ極 メテ少敷 ナ リ。 爾 ホ肋膜 炎

ハ 患者絡撒 ノ16・9%二 於 テ 経過 セラレタルモ

ノニ シテ、第 四表 ノ如 ク、肋膜炎既往 症 二於 ケ

ル肺結核(田 澤、小林)肋 膜 炎既往症 二於 ヶル腎

第 三 表

L病 名 、患緻(%)優 髄 謝
肋 膜 炎 73(57.9) 16.9

肺 結 核 22(17.4) 5.1

腹 膜 炎{18(1鋤 4.4

骨 結 核 …6〔4。6)

F

1.4

脊 椎 「カ リエ ス」 3(2.4) 0.7

關 節 結 核 2(1.6) 0.4

結核性副睾丸炎 1(0.8) 0.2

肺門淋巴腺腫脹 1(0。8) 0.2

計 126 29.2
一
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第 四 表

}田 澤・小林1金 子。杉崎
儲者騨 蠣簸 二…賢騨騰簸

例 薮880例 中311例137例 中41例

%35.49629.9%

罐 騨 馴 頸縣 懸 巴

駿 甕二於ケ2レ鯵編 譲 於
602例 中129例432例 中73例

21。4%16.9%

臓 結核(金 子、杉崎)肋 膜 炎既往症 二於 ケル脊椎

「カ リエスJ(前 田
、 島田)ノ 諸報告 二比較 ス レバ

余等 ノ肋膜炎既往症二於ケル結核性頸淋巴腺炎

バ梢 丸低率 ナルハ注目二値 ス。

第五章 治療法

結核性頸部淋巴腺炎 ノ療 法 二就 テハ未 ダ膿瘍 ラ

形成 セザルモ ノニハ 原則 トシテ レン トゲ ン照

射法 テ行 ヘ リ。帥 チ第五表 二示 ス如 ク、 レン ト

ゲ ン照射療法 バ ヲ行ヘ ルモ ノ201例(46・5%)

ア リ。 又切開創又 ハ破潰創 ノ創 傷療 法 ラ行 ヘル

傍 ラ、ヱ線 照射 テ行 ヘルモ ノ、或 ハ ソノ後療法

トシテ、上線照射 テナセルモ ノ105例(24・3%)・

銑 二膿瘍 ラ形成 シ、切開排膿 シ、爾來 ソノ創傷

療 法 ヲ行 ヘルモ ノ74例(17・1%)、 來 院時甑 二

痩孔 存 シ、 ソ ノ保存的療 法 二終始 セルモ ノ29

例(6.9%〉 ナ リ。但 シ腫脹 セル 腺 ノ撒少 ク、 且

ツ移動性充分 ナルモ ノハ時 二手術的 二之 テ摘 出

セル ガ其撒10例(2・3%〉 ア リ。爾 ホ上線 照射療

法 ノ 淀ヲ行ヘ ル場合患者其 ノ期 間 ノ長 キ爲 メ、

第 五 表

墜 治 療 法

… 一一

上線照射療法 ヲナセルモノ

創傷療法二上線療法 ヲ加ヘ
シモノ一一
切開排膿シ創傷療法 ヲセル
モ ノ
一

痩孔アリテソノ治療二終止
セ ル'モ ノ

腺摘出術 ヲ行ヘルモノ

例 数(%)

201(46.5タ6)

105(24.3タ6)

74(17。1%)

29(6.9夕6)

10(2。 ㍗ クノ

中途 ニ シテ中止 スルモ ノ籔多 クシテ4、5同 以上

連績照射 セルモ ノ・・49例(11.3%〉 二 過 ギズ。

照射 ノ方法 ハ約5分 間1紅 斑量(H.E.D.)テ1

同 量 トシ6日 ノ間隔 テ 以 テ、 反覆照射 スルナ

リ。

第六章 豫 後

結核性頸 部淋巴腺 炎 ノ豫後 ハ第 六表 二示 セル如

久 全治 セル モ ノ55例(12.7%〉 、 著 シク良好

トナ リタルモ ノ38例(8・8%〉 、 良好 トナ リタル

モ ノ63例(14・4%》 、 稻 く良好 トナ リタルモ ノ

14例(3・2%)、 攣 化 セザルモ ノδ例(1・1%)、 悪

化 セルモ ノ3例(0・7%)ナ リ。

第 六 表

豫 後

全 治 セ ル モ ノ

著 シク良 好 トナ リタル モ ノ

良 好 トナ リタ ル セ ノ

稽 ζ良 好 ナ ル モ ノ

饗 化 セ ザ ル モ ノ

悪 化 セ ル モ ノ

例轍(%)

55(12。7%)

38(8.8%)
63(14.4%)
14(32%)
5(1.1%)
3(0.7%)

第 七 表

玄 線 照 射 療 法 ノ ミニ ヨ♪レ豫

後

全 治 セ ル モ ノ

著 シク良 好 トナ リタ ル モ ノ

良 好 トナ リタ ルモ ノ

稽 く良 好 トナ リタル モ ノ

攣 化 セ ザ ル モ ノ

悪 化 セ ル モ ノ

豫 後 不 明 ナ ルモ ノ

計

第 入 表

際 　キ

例籔(%)

ナ シ

12(24.5%)
23(46。7%)

4(8.2%)

2(4.1%)
}騨 触

ナ シ
一}}　 へ 鵜 一

8(16.3%)
49

1例 籔(%)

8(80%)
2(20%)
10
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又v線 照射療法 ノ ミテ施行 シタルモ ノ・中、数

回以 上連続 照射 セル49例 二就 キテ其 ノ豫後 テ

見ル ニ、第 七表 二示 セル如 久 著 シク良好 トナ

リタルモ ノ12例(24。596>、 良 好 トナ リタル モノ

23例(46・796>ril省 ≧良好 トナ リタルモ ノ4{列

(8・2%)、 攣 化 セザル モ ノ2例(4・1%)、 悪 化 セ

ルモ ノナシ、豫後不明 ノモ ノ8例(16・3%)ナ リ。

即 チ上線 照射療法 ニテノ、79・4%二 於 テ良好 ナ

ル結 果 ラ得 タ リ。

爾、腺摘 出術 ノ ミテ行 ヘル例 二就 テハ、第八表

二示 セル如 ク
、全治 セルモ ノ8例(80・0%〉 、不'

明 ナルモ ノ2例(20・0%)ア リ。

以上 ノ結果 ヨリ綜合 スル ニ結核性頸 部淋 巴腺 炎

ノ豫後 八 挺 衆情 ゼラレタルが 如 クハ 不 良 ナ ラ

ズ。

勿論一般結核症 ト同様榮養 ノ増進、生活 ノ向上、

新鮮 ナル塞翁、 日光浴其 ノ他 ノ強壮療 法或 ハ合

併症 アラバ 其 ノ治療等 ノ必要 ナルハ 論 ヲ國マ タ

ズ。

第七章 結 論

(1>女 子 ノ罹 患率 ハ 男子 ヨリ高 ク、 其 ノ比 ハ

56・5%F封43・5%ナ リ。

(2)年 齢 ハ男女共 二11歳 一20:歳 最 モ多 ク、21

:歳一一30歳 之 二次 グ。 高年者 ニハ 少 クt61:歳 以

上 ニハ之 ラ見 ズ。

(3)罹 患 部 ハ南側 ヲ侵 ス コト多 ク、右側之 二次、

グ。又腺腫 ノ数 ハ 多数個侵 サ レシ場合最:モ多

シ 。

(4>腺 腫 ノ移動性 ラ 有 セル モ ノ48.5%、 有 セ

ザルモ ノ4δ・/a痩 孔 ラ有 セルモ ノ11%、 咳

煙軟アルモ ノ15%、 微 熱 アルモ ノ11%。

(5)家 族 歴 二結核性素因 テ有 セル モ ノ10%。

(6)就 往 症 二於 ケル結核性疾患 ハ29・2%二 於 イ

テ認 メ ラv、 就中肋膜 炎最 モ多 シ。

(7)上 線 照射療 法 テ ノ ミ行 ヘルモ ノ46・5%、 後

療 法又ハ合併療 法 トシテ上線 照射 テ慮用 セル モ

ノ24.3%t通 常 ノ創傷療法 ラ行 ヒシモ ノ24・ σ

%、 腺摘 出術 ヲ行 ヘルモ ノ2.3%ナ リ。

(8)全 治 セル モ ノ12.7%,良 好 トナ リタルモ ノ

26・p悪 化 セルモノ0・7%ナ リ。債fホtv .

照 射 療法 ニチハ其 ノ79・4%二 於 テ良好 ナル結果.

ラ得 タ リ。

第二篇 レンFゲ ン照射前及 ビ経過 中二於 ケル、結核性頸腺炎患

者 ノ血液像、赤血球沈降速度、血球数:姓ビ...血色素

赤血球沈降遽度蚊:二血液像 ガr種 々ナル疾患 ノ

診断豫後r或 ハ治療 ノ指針 トシテ重要 ナル意義

ラ有 スル事ハ明カニシテt近 来此ノ方面 ノ研究

特 二甚ダ多 シ。

余等 が結核性頸淋巴腺炎 ノ統計的観察 テナスニ

當 リ、特二此 ノ方面二意 テ注 ギ、當院外來、結

核性頸淋巴腺炎中第 一表 二示 スガ如キ14名 ノ

:第 一

患者 ナ選 ビ之 二就 キt梢k詳 細 二五 リ、 赤血球:

沈 降速度及 ピ血液像 テ観察 セ リ。 是等14名 ハ

何 レモ 最初 ハ化膿菌 ニ ヨル 混合 徳染等 ラ有 セ

ズ、又結 核性 ノ内科 的疾 患等 二罹 リ居 ラザ ルモ

ノ_.._..シテ、治 療法 トシテハ專 ラ上之上 坐 照射

テ行 ヘル モ ノナ リ。

義

兵.名 年齢

鶏日 ト捌

リ

デ

,

ヨ

マ
閻

魔
診

期

自

切

ノ

性

㎜
頭
飾
ρ
「

£

♂

腫瘍箇数
及病側 醜 離 職i纏

庸 劉 ≡1-1一
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♀ 6月 左、多1±
左側浸出十十
性肋膜炎

舎 1月 右、多+ 帯

♀ 2刀 市.二 三 一 慢性腹膜一
炎

9)一

2月1左 、 二 三{一
…

11月a右 、 二 三

28♀ ・

21}皐

4年 右、多 …

十

±

2月 雨、 多i一
ミ

1月 雨、 数1一

ほ

右側結核
牲頸腺炎

柵

脚氣
10)一18

11)一15

12)一15

♂

♂

13)一26

14)一i384L

1月 右 、 二 三}一 脚気

6月1右 、 販 一

10年 』左 、 敷 一 帯

6月 右 、 多__..

:= 咳漱±

咳漱+
登熟±

一{咳 漱+

上線照射ハ1週1同 之テ行 ヒ(一般論参照)、各

回毎二48時 間経過後患者 ヨリ採血 シ上述 ノ如

キ検査 テ行 ヒ、照射前 ノ状態二比 シ漸次如何様

二髪 化ヲ來 スヤ、而 シテ是 レが豫後文 ハ治療 二

封 シ何等 カ ノ意義 ア リヤ等 二關 シ観 察 セ リ0

第一章 検査法

(1)赤 血 球沈 降速度

赤 血球沈 降速度 二就 テハWestergreen氏 法 二

随 ヒ、3・8%ノ 滅 菌絢構酸曹達 テ使用 ス。 血液

貯蔵時間 ハ、大谷 氏 二依 レバ、24時 間後 二及 ブ

モ大 ナル影響無 シ ト云 ハル ・モHa忘elhorst・ ・

12時 間後 ニハ既 二 著明 ノ促進 アリ ト云 フ。'余

八種hナ ル障碍 テ避 ケル爲 メ、常 二採血 直後 二

之 ラ検 セ リ。

採 血時刻 ハ空腹時 ラ最良 トスルヲ以 テ、外來患

者 ヨ・リ採 血 スル 三際 シテハ、書食前 二之 ラ行 《・

リ。

試験温度37度 卿卵藩 中 ニテ検 スル ラ最良 ト

ス。余 モ亦之 二從 フ。

試験 操作2QG注 射 器 二、0・4分 割 マデ3・S%

絢 擶 酸曹達 液 テ吸引 シi次 デ正中静脈 ヨリ、可

及的諺血 テ避 ケツ ・採血 シ、2・Occ二 蓬 セ シム。

次 デ小試験管 二移 シ、静 二良 ク振 盈 シテWester-

geen氏 法 ニヨル 「ピペット」二 吸引 シ垂 直位 二

固定 セ リ。

速 度表示法 從兼行 ハ レタル如 ク、30分 、1時

間、2時 聞及 ビ、24時 間 ノ4同 二測定 セ リ。而

シテ1時 聞及 ビ、2時 間 ノ贋 テ各 々A、Bト セ

バ、之 ヨリ次 ノ式 ニ ヨ リ中等 贋球 メタ リ。

A+一 建

92抑 奪 慣(M.W.)

24時 間 ノ償 ヲ最 終 償 ト呼 べ リ(E.W.〉 。

(2>血 液 像

採 血 法 型 ノ如 ク先 ヅfア ル コー ル 」ラ 以 テ 、 耳

孕 ヲ 良 ク消 毒 シ、 乾 燥 ス ル テ 待 ツ テ 、 小 切 創 ラ

作 り、 歴 迫 ス ル 事 無 ク、 自 然 二 流 出 ス ル 血 液 ヲ

法 二從 ヒ 「オ ブ エ ク トグ ラ ス」二 塗 抹 ス 。

染 色 法 「メ チ ー ル ア ル コ..一一.ル」ラ 以 テt3-5分

間 固 定 シ、 乾 燥 セ ル 後 、20倍 稀 繹 ギ ム ザ 氏 液 ニ

テ約30-40分 間 染 色 ス 。

白 血 球 分 類Schilling二 障 ヒ

B.(Basophile)E。(Eosinophile>

M。(Neut.Myelocyten>

J.(Neut。Metamyelocyten)

St.(Neut.Stabkernige>

S.(Neut.Segmentkernige>

KL〕L.(Kleine]Lyn}phocyten)
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Gr.:L.(Grosse:Lymphocyten)ThomaZeiss .式 テ用 ラ。

Mon.(Monocytenu.Obergangsform)(4>血 色 素 ノ測 定法

二分類 セ リ。 之 ニハSahli氏 ノ血 色素計 ヲ使 用 ス。

(3)血 球 藪

第 二章 レンhゲ ン照 射 前 ノ血 液 所 見

●

こヒ線照射前 ノ血液 所見 テ示 表 ス レバ、第 二表 ノ如 シ。

第__..表

ii赤 血球沈降速度
ミ ミ 　

1;…{… 伽 丁 雨

氏 名 ・年 齢 性l

/、1
1「一■r襲 職 辛12315095

1

一…」

門 柳 就…2就1(24stE.W)MWB{E

血 液 像

Ne"trophileiLymp』ocyten・Mon.

28,00.50.5

t

.

s

鍛

J

4

M

2730

65i

39。527=20

66.5

b821。5コ6

rind

SIKLLIG鱈LPbe㍉

2.■16歳 ♂45
1i

3.■23歳 半83106117

4.■14歳 ♂45

687S10753.50.52

13082・25』1

8。.5

709111757.7b・3ユ

一一 凹一一幽隔 一 一 一一一一i
i

・34。522。5'

5,■29歳 一♀・679810813074.50.51

6。 ■27歳 半3S64869653、5

65.5 ミ

.1.56ξ ….よユ1、512。5
81

7・ ■23歳Jlし135

8。■28歳 ♀ 】2

　 ま　

9・ ■21歳 半 ・35

10・ ■
118歳 ♀33

0.53230」32

62・51

668111053、250。60.50.56215。515。5

78
　 　 　 　 し　　　　じ　

23459022.752264323.5

69

6511515066・25卜29・530・33

59.5

64,8711947.52816。5

1.■15歳 ♂ 3153675

4068107

82148108

53.7δ1

16.5L5

370.523

{

22.5F1

1
「

2.5

、0.515.521.555

12.■15歳 舎13

13.■126歳 皐 配

14。 ■38歳 ♀409011012272.5

15.Ko就70U2410+74.51
i

…

(1)血 液 像

盟基性嗜好細胞 ハ、第1,第2、 第5及 ビ、第7

例 二於 テ0.5%二 之 テ見 ル。

「エ オ ジンJ嗜 好細胞 ハ、 第3、 第4,第5,第6、

42

i31.5

63

2334,b:32.5　 ミ
57。5

ξ1∴4937φ5

54

?b.5

37.5

20

4§.5

3033

0。5

0、510.5

0.5・3

4.5i

6

5。5

r4、5

0.55

25.5

8

24

0。514

1.5`3

27

幽6

血繭 随
一「只

赤軍}色
血位 白血球

聴 選4367.60693

;

毒

}

:

43211・000
.70}

1

412・6,90087

匪

1482112.80σ92
1

4808.80083
}

難0β,600ケ8
E

}

蓬

4388.60080

1
_砂_

41210.90095
}1

撃

5

…

;

:

4365.000155

1

42019.600'75
…

6511g.20096

ξ

4248.20095

4305,00q82

1}
…548

、9.60095

534,5.700103
、1

第9、 第10及 ビ、第12例 即 年数 二 於 テ之 ラ鋏1

如 シ、他 ノ年数 ハ存在 スルモ正常 ノモ ノニ比 ス

レバ爾、其 ノ値減少 セル テ認 ム。

中性嗜好細胞 中牢獄 二於 テ若型 ノ出現 ア リ。特
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二第1例 ノ如 キハ4%ノ 壇 多ラ示 ス。更 二注 目

スペキハ全般 ラ通 ジ、桿歌核細胞 ノ甚 グ シキ増

加 ニシテ、14例 中8例 ハ分葉核細胞 ヨリモ多卒

テ示 シ、特 二第3、7、10例 ノ如 キ 非常 ナル 増

加 ナ リ。 要之、結核牲頸腺炎 ニ アリテへ 著 シ

キ左方轄位 ラ表 スヲ知 ル。但 シ中性嗜好細胞全

嶽 二於 テハ、第12例 テ除 ク他 ハ寧 ロ、正 常 力

又 ハ、稽 胤檜 多 テ示 ス ノミ。

淋巴球 ハ第2.第3、 第5、 第7、 第10例 二於 テ

減少 シ、第11、 第12例 二於 テハ 檜多 ラ示 ス。

要 スルニ認 ムベ キ攣 化無 シ。

大軍核細胞及 ビ移行型 二於 テモ認 ムベ キ事無

シo

(2)赤 血球沈降速度

赤血球沈 降速度 ハ各例 トモ著 明 ナ ル促進 ヲ認

ム。既往 二於 テ肋膜 炎叉 ハ腹膜炎 テ経 過 セル第

3及 ビ、第5例 二於 テ特 二促進 ノ度高慶 ナルハ

身艦 内部 ノ結核性病攣 ノ相當 二強攣 ナル テ示 ス

モ ノ ト思 惟 セ ラル。 ウエスター グ リンハ赤血球

沈 降速度促進 ノ度 ハ結核病攣 ノ程度 二比例 スル

モ ノナ リト云 ヘルガ又眞 ナ ラン。

(3)血 球 撒

赤血球撒 ハ著 明ナル増減 ナ シ。白血球籔 ハ第2、

第4、 第8例 二於 テ、壇 多 ラ示 シ、第9及 ビ第

13例 二於 テ減 少 ラ示 セ リ。

(4)血 色素

第2、6、9、10例 二於 テ減少 セ リ。

第三章 レントゲ ン照射経過 中二於 ケル血液所見

本14例 ハ前述 ノ如 ク、何 レモ當初化膿無 ク、

且 ヅ臨 沐的症状相類似 セル患者 ニ シテ、之 ニー

般論 二於 テ述ベ タルガ如 キ方法 ラ以 ツテ、 レン

第

トゲ ン照射 テ行 ヒ、照射毎 ニ ソノ48時 間後 二

於 テ血噺 見 ラ観察 セルナ リ。其 ノ結 果第三表

二示 スガ如 シ。

表

同 赤血球沈降速度

9・tl1・t

[

前P231

万

川7

菰

万

7蘭 「

下

τ

万

可

4万

嗣了「

了

冨

π

2st

50

可

奮

可

34

冨

万

蕊'

冨

24st
(E.W.)

95

冨
101

万
108

102

71

120

112

M.W.

28.0

27.0

蕊
砺
17.5

廓
砺
33。75

25.75

血 液 像

B

0.5

E

砺

砺

1

丁

Neutrophile.

MIJISti・

匠主

上

1

1

鍛

65

26.5

51

LymphぴMon
.9蝉

一 囎d

駐陸i。b　
0.53.630

薦38

4411

56

訂19。5

痂

π 訂

ポ

扇 43.5
『

編 編
ヴ『

π 26.5

魑

璽38
80。5

『

編

薦

砺

薦

隔

π

T

マ

丁

蕊

栃

砺

マ

砺

10

8.5

5

6

3

6

8

5

血球薮

球血白

(軍
位
萬
)

赤
血
球

ooβ7劉4

・　一{

…

石 9,900

怯鵜賭臨
「

血

ー
L

・

色

室

93

奮

)白 、 操 。
13歳 、 皐

腺 腫 ノ大 サ:

撫 頭 大 ナ リ シガ

漸 次 糸宿ノ」、シ、4

同 目 ヨ リ急 速 二

縮 小 ス.7同 目

治 療 ノ際 ニ ノ・鮒

知 ス,ソ 事 ヲ 得
ズ。

硬度:

中等 度 ヲ 維 持
ス、

周園 トノ癒著及痛

畳:認
メズ。

共他異常ナシ。
一般状態良。
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一 一 皿㎝}閉 ………㎜…"… …}艀"㎜・一一一一=一

【第13巻

前

了

了

五

雨

マ

、亜

露

τ

藍

45

35

冨

25

17

幻

万

13

五

6

5

6

68i78107

65,101

50β2

130

113

反「192

5079

5585

25153

i　 　
3870

28

22

14

19

62

52

43

60

481812

40155

36155

皿

繭

[
脚

12

前

一1

一
H

一
皿

一W

一V

一W

一前

了

一皿

83

28

06

70

一
73

82

5

翻り

Q
財

.
4
嘉

106

110

齎

可

102

105

107

76

35

117

119

120

117

116

115

133

127

128

126

56

90

110

120

132

122

123

、110

115

112

106

106

98

130

130

132

132

130

130

121134

91117

127

125

128

141

一

53、5毒0.52

157.75

_i_

45.5i

i

…一 一i

4

79・2『
・一 一iア

44.75 4

48.75「δ=言iT

25.75

36.5

1　 ト　　

i4・5

_i

20.536,5127i38・
一:評 二 　　 i}

「二二巫 謳 死「丁 四
__1壁_』_』 「7

L。 塑L麺3・ ・5…1;5・5

-±鐙垂ガー
㍉63・51111{=嚢 ゴ 莚]i蕊

L5・ ・、

}691{
・ 1-一 一 一}

39蔓i27 -一:20iO.5i10。5

66.5…

0.526.ろ34.5272.58・

61.5i

2338。525.545

6L51・

34.5

24.0

17.75

24。5

21.0

18.5

16.5

31122.5136

1『53 .5「一「
ミ 　
13121.529
ぎ り　 ミぎ　 　ドへ

52.5,
　 く

1322831

59… _L」
36 _23_」24。511・5

591ミ ミ

22938。523i
"69

.5--1・

4916。5271

65.5、;一
一 器写逓 褻「iT

__1=':.一...一 一..-i-1__…_

i3.5

}

i5
。5

i
_
11 。5

7

13

7。5

12

7。5

4.6

9

7.5

■
lii一薦
10,20070

而

「盈

1

;1

小
L漸
療
至

ナ

ニ
ナ

一
ノ
治

二
}

時
大

。舎

:
大

モ

、牛

明

察
頭

湊
歳

"
酷
却
劇
轍
摺
蜘
畷
縮

.

加
16

ノ
指
頭
縮
過
縮

。後
牟
キ

　)

腫
栂
指
次
経

リ
ル
最

ハ
リ

一2

腺

一　0脅
　
ハじ面幽識

』

「

{
[

一一 「

0.5i2.5

　 一 一[

2

13

14.75

き鉱 玄5距

84.75

80

77.75

80

81.25

83。75

57。75

3.5

0.5

ミ ミ

ー:器 學 豊・「30i

上!眺21.5160.5
180.5

L_」59.5
0.532.5124

;157

1i5i
　
r24.5-i-「6

6

『一蕊 編
24

61
{一「「36彌2
,.__{__

28・5i1

1

1.0…

3.5

O.5

0.5

86.75

91。25

「1

ド}-

i-一_

一.i_

12.5

i瓢1;1
29.530

59.5

膿_

7fl
.、:-

31
mpum

堕

39

34.5

27

…

一

Oi70

一

:

-1
-;

i
一:

i
_塁

oi70
;
沼60
;

}l

o;72

「一

!

ミ

一

_鳳

一

_1
}

き

ー
……

一

」

硬度;
中等 度 ヲ維 持
ス ⑤

癒著:
初 メハ之 ヲ認メ
ザレド後牛ニ
リ輕度二之 ヲ`
メタリ。

痛曼:
無 シ。
其他異常無 シ。
一般状態良。

31412

9.5}

7

9

砺

0。5 L塾

28。5

69而 …

35。5

667S

9.5「 』

13

蓼飢

i㎜㎜糟鞠軸

19.68

_罪 耶_螺 。∵ ∵4∴ 一 一t

22・5{4・515・5482

　へ
20・ 『19・5

塾9妻28 5

6,90087'3)小 、 サ。
23歳 。 一'iL一

腺 腫 ノ大 サ:

抵 指 頭 大 ナ リ"
モ ノ が其 ノ ←

6,9007語 「 曇 大bナ リタ リ硬 度
:

_中 等 度 。

痛 億

初 メ輕 度 ノ歴
ア レ ド第3同 目

頃 ヨ リ無 シ。其

他 異 常 ナ シ
・一般 状 態 良 .

12,蜘 弱
4)矢 、 守 。

_14歳 。 舎

腺 腫 ノ大 サ:示 指 頭 大
ナ リ シ

ー一一 が、7-8同 目 ヨ

リ漸 次 縮 小 シ小

指 頭 大 以 下 トナ



第1號 】 臼井・李野=結 核性頸腺炎 ノ統計的観察 9

110皿

百可

販マ

万壷

万

冨

振万

冨互

前

i18

匝

匝

92

85

π

100

67

1可

[
∬ 82

五亙

IV可

V蕊

冨藪

箆

26

丞「藪「

盃茗

五房

一前

す

114

38

τ了

τ五

皿

㎝W

3

15

98

f諺2

薫

匝

『

100

百

U9

144

126

140

137

133

92。0

84.5

93.5

7ろ.25

67。5

12479.5

134

120138

1 0.54420.29E

64。5

48.5118.5

67

{ 4518.5

63.5

薦

『

1,5

0.50.5

丁

へ　　づ 　

鵜0.5i
{

1

2.5

　 　 　 ハ 　
43.523

66。5

24・ 「o'5

一一 一{一

了 蕩4826i16。5…0。5

75.5

_1
79.750.51

87

108130i74。5

97115 126i77.25

…

五r譲 「13gi89.5

115 122 】3088.0

116127128

可 菰 133

6892120

6076

認

可

可

90

冨

6ζ

万

万

証

砺

『

齋
　語

有

42・91

11

弼 一

25

80

123

122毒

128

篇

一 一i一 トr
-e.-1

。538.529.5123

69。5}
一」一 トー 一一 、

L,43・524121

}68。5
一 回{　 ㎜　　i-一 一一』 欄 一夢

:霧悪

ト盤一16

1.568隆1.5112.5

81

栃

0.5

9

6.5

12

7.5

7

5

9

89。75

75.0

57。0

49。0

43.0

75.75

12371.75

125 71。75

133}68・0

96

88。

120

109

114

53。5

39。5

43.75

11。75

42.5

0.5

8

1.5

1

2

0.5

1

1

2

1.5

L5

3435

691

1堅 」些L5
83.5

-一 一1-i-一

ユ 壷1{塁_聲_
`65
。5

15160。5　 　　 　く

i76.5
『161。5

72.5
　 ミ

i62.521

1

76.5
　 　　

[48

[9訪

1牽⊂墳

『
178

141
。5131。5

73
　 　へ 　
i41i32

-一_{-

73{
　 　 ミ　

0.5「4832.5}

1911。5

　 　　

10。51

23・0.5

　

12!1。5

1鋪「1

:一一10

1

_1_
17i1.5{

τ

莇 蕊

弼1T
I

181、

写コ 匝壷 ・9
'167 。5

9

i6

9

5

10.5

10

6.5

4.5

4.5

5

6

7。5

・4…5{3
ミ ミ

ー 、-i

546

392

;
121450

1

5,500

89800

,響

0.5

丁

0.50。5

0.51.5

璽i識
一i-一 一

…26.5

50

鍵.
ゆ
塑
・3

23.5AO。5
-一}

0.5i37。532
}醐 「

67
--4-

.鍾21.532

54

{艶

j62

21

33。5

範_27

の
召

菊

マ

8,400

5。5

9

9

7

6

蜘

400

8,600

9,000

77

78

可

リタ リ。

硬 度:

中 等 度

周 園 ト ノ癒 著:
中 等 度 。

痛 魔:
輕 度 ノ歴 痛 アル
モ後 二至 リテ去

t/リ 。

其 他 、 本 患 者 ハ治

療 初 ニ ア タ リー 部

化 膿 セ ル ヲ以 テ切

開 排 膿 ヲ行 ヒ、 創

傷 療 法 ヲ行 ピタ リ.
一 般 状 態=

最 初 二良 好 ナ ラ
ザ レ ド、 全 勇 榮

養佳 良 トナ ル ニ

從 ヒ全 部 症 状 モ

良 好 ニナ リタ リ。

5)大 、 フ。
29歳 。 ♀

腺 腫 ノ大 サ:鶏

卵 大 一 示 指 豆
大 ナ ノレモ治療 中

稽 く増 大 セ ル感
ア ル モ第8同 目

頃 ヨ リ急 速 二糸宿小
シ示 指 頭 大 一

小 指 頭 大 トナ レ

リ。

硬 度:中等 度

癒 著:
一 部 輕 度 ニア リ。

痛 琵:
ナ シ。
一 般 状 態:

良 好 ナ リ.

ヤ蓉6)仙
、八 。
27歳 。 皐

腺 腫 ノ大 サ:

栂 指一一小指 頭 大
ナ ル モ第10同 目
ヨ リ急 二縮 小 シ

黍 大 ニナ レ リ。

周 園 トノ癒 著=

初 メ之 ヲ認 メゲ
レ ド後 二 至 リ輕

87度 二之 ヲ認 ム。痛 畳
=
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7)鷲 、 カ。

23歳 。 ♀

腺 腫 ノ大 サ:

栂 指 頭大 ヲ維
スc

周園 トノ癒著:
輕度。
痛曼;
輕度ノ1睡痛アリ。
其他:

リ
メ

ニ
シ

ヨ
認

ル
膿

。

頃

ヲ

セ
排

良

目
症
膿

開

。

同
炎
化

切

ス
態

3
膚
次

リ
癒

獣

第
皮
漸

ヨ
治
般一

8)横 、喜。
27歳e皐

腺腫ノ大サ:
i概指頭大一小指
頭大攣化ナシ。
硬度:
中等度。
周園 トノ癒著。
稽 く高度二之 ヲ
認ム。
痛魔:
無 シ。
一般朕態 良

。

冨9)中 、力。
21歳 。♀

腺腫ノ大サ:示 指頭大愛
化ナシ

硬度:中 等度。一 周團
トノ癒著:

軽 度。痛
畳:無 シ。
一殻 状態 良

。
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其他:局 部皮膚二
炎症 ヲ認 メ且ッ
左肩騨部二鈍 弔
アリ.腺 腫ハ互
二相癒著ヌ
ー般状態:

良好ナラズ。
・一 嵩 一7

Kontroll.

即 チ第1例 ヨ リ第6例 迄 ハ照射 二依 リ、良好 ナ

ル結果 ラ得 タルモ ノニ シテ、特 二第1及 ピ、第

2例 二於 テハ、全治 セルモ ノ ト看倣 シ得 ルモ ノ

ナ リ。

第7例 ヨリ第12例 迄 ノモ ノへ 不攣 ノモ ノニ

シテ、第13及 ビ、第14例 ハ、。ヒ三=上グーと照射

ノ他 二、漁布等 ラ行 ハ シメタルニ拘 ラズ、 腺 ノ

腫脹縮小 セズ、 且ツ他 ノ障碍即 チ、周園 ノ比較

的健康 ナル腺 二病憂波及 シ、肩騨部及 ピ胸部 二

「ロイマチス」性疹痛及 ビ、局部 ノ皮膚 二炎症 ラ

示 ス如 クナ リ結果不良 ナ リシモ ノナ リ。

(1)血 液 像

藍基姓嗜好細胞 二就 テハ特別 二認 ムル事 ナ シ。
賎「エ オ ジン

」嗜好細胞 二關 シテハ照射前全般 テ通

ジテ訣如又 ハ正常 ヨリ減 少 シ居 リシモ ノガ、良

好 ナル結果 テ示 セル第一群 二於 テハ、漸次 其 ノ

撒 テ増加 スルモ ノ ・如 シ。 由來 「エ オジン」嗜好

細胞 ノ訣如又 ハ減少 ヨリ漸次正 常 二復 スル事 ハ

疾 患 ノ豫後 ノ良好 ナルテ示 スモノナル ガ、本例

二於 テモ亦斯 ノ如 シ。

中性嗜好細胞、 レン トゲ ン照射 テ重 ヌル ト同時

二桿状核細胞 ト分 葉核細胞 トノ檜減關係 テ観 察

スルニ、約牛撒 二於 テ梢 濠前者 ノ減退、後 者 ノ

檜加 ノ傾 向 ヲ示 スモ亦、之 ト寧 ロ反封 ノ結 果 テ

表 ハスモ ノアリ。要 スルニー定 ノ明確 ナル結 果

テ得 ルコ トハ困難 ナルモ、極 クー般 的 二其 ノ結

果 テ綜 合 ス レバ、左方轄位 ノ度 ガ レン トゲ ン照

射ニヨリ幾分宛ニテモ減退 シ之 ガ治療 二關係 ア

ルモノナル事テ察知 シ得 ザルニ非ズ。

中性嗜好細胞全撒 二就 テ之 ラ観 ルニ、第2、 第

5、 第7例 ラ除ク他 ハ、治療持績 二從 ヒテ増加

スo

淋 巴球 ハ中性 嗜好 細胞 二反 シテ、寧 ロ反封 二減

少 ノ傾向 テ示 ス。

大 淋巴球 ハ正常 ナ ノ噌皿液像 二於 テハ、之 ラ認 メ

ザルカ、又へ1%ノ 割 ナルモ當親察 二於 テハ

正 常以上 二之 テ認 ム。

大 軍核 細胞及 ビ移行型 ハ認 ム《ごキ攣 化 ナ シ。

(2>赤 血 球沈降速度

赤血球沈降速度 ハ レン トゲ ン照射 ニ ヨリ色好 ナ

ル結果 テ示 セル第1、 第2、 第3、 第4、 第5

/5例 二於 テハ、其 ノ中等贋漸次逞 延 スルテ認

ム。第6例 ヨ リ第12例 迄 ノ不攣 ナル7例 二於

テモ亦、逞延 ノ傾 向 ア リ。然 ル ニ臨 沐上経過不

良 ナ リシ第13及 ビ、第14例 二於 テへ 赤血球

沈降速度 ハ反 ツテ促進 サ レ來 ル デ認 メタ リ。

(3)血 球 籔

レン上 死 ヒ治療 ラ行 フ前各例 ニ ツキ
、親察 ラ行

フモ、治療 期聞中 二於 テハ適當 ヂル時 二之 二就

キ検査 ヲ行ヘ リ。

赤血球敷 二關 シテハ、第11例 ヲ 除 ク外 各例 ト

モ、前後 二於 テ大差 ナ シ。

自血球 籔 ハ第九例 テ除 ク外 へ 其檜 多 テ示 セ リ。

レン虹ゲ ン治療前績期 間中、第2例 二於 テハ、
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白血球 檜多症 ラ示 セルモ ノガ、正常 二蹄 ゼ リ。

(4)血 色 素含有 量

唯1例(第9例)二 於 テ、治療前 二比 シテ、著 シ

ク減 少 セル モ他 ノ例 二於 テハ著 明 ナル差異 テ認

メズ。

爾封照試験 トシテ、前述 ト同様ナル操作方法二

依 リ健康 ナル男子 ノ頸部二、 レントグン照射テ

行 ヒ照射前及 ビ期間申二於テ、血液所見テ観察

スルニ第二表及 ビ第三表 ノ最後二示スガ如ク何

等憂化 テ見ズ。

第四章 結 論

以上 ノ検査成績 テ綜合スルニ、結核性頸腺炎患

者 ノ血液{象ハ著 シキ左方轄位 ラ示 シ、叉赤血球

沈降速度ハ何 レモ相當二強 ク促進サル。然ルニ

今是等ニレントゲン照射療法 テ行 フ時、其 ノ数

力登揮サレテ臨沐上ノ症歌良好二向 フモノハ、

又、一方左方轄位 ノ度減 ジ、特二赤血球沈降速度

ハ漸次逞延スルラ認 ム。即チ是等 ノ事 テ仔細二

親察 スル事ハ、 レントゲ ン照射ガ、結核姓淋巴

腺炎二及ボス治癒的敷果帥チ、其 ノ豫後 二封 シ

或ル程度迄参考 ニナリ得ル事明カニシテ、行ハ

レテ良キ事ナ リト信ズ。血球撒、血色素量等ハ

大 シテ意義無 キガ如 シ。

欄筆二臨 ミ御校閲 テ賜 リシ高島醤長二深 ク謝意

テ表 ス。


